
 

食物アレルギー対応マニュアル 

今治市立菊間小学校 

 

 

１ 基本方針 

⑴  食物アレルギーの対応は、原因食品の除去を基本とし、代替は行わない。 

⑵  医師からのアレルギー診断書（学校生活管理指導表）の提出を求める。 

⑶  実施の決定は学校長が行い、担任・栄養教諭・養護教諭・学校医等の関係者が連携 

して対応する。 

⑷  学校、調理場の実状から判断し、継続して行える作業の範囲で行う。 

⑸ 対応中は、保護者および主治医との連絡を密にする。 

 

２ 対応開始までの流れ 
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３ 給食でアレルギー事故が発生した場合 

(1) 学校でアレルギー事故が発生した場合の対応 

   【学校の対応】   

① 学校長は、健康被害を及ぼす事故の発生があった場合、速やかに菊間調理場に報告する。  

保護者からの相談 

栄養教諭に連絡 

依頼書・診断書の提出 

対応の検討、個別面談 

対応実施の決定・対応 

対応の見直し 

年１回再評価した診断 

提出書類［保護者記入］アレルギー対応依頼書 

[医師記入] 学校生活管理指導表 
 

面談参加者 養護教諭（給食担当者） 

   栄養教諭・保護者 

提出書類 
［保護者記入］アレルギー対応依頼書 

アレルギー対応解除依頼書 
［医師記入］学校生活管理指導表 

(解除の場合は必要なし)  
 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

アレルギー対応委員会の開催 

  参加者 校長・担任・養護教諭・栄養教諭  



② 原因食材が入っていた食缶、食器はできるだけ現状のまま保持する。  

③ アレルギー対応児童生徒の摂取状況や症状・状態を確認するとともに、学校での誤配の有

無や対処状況を確認する。 

(2) 事故後の対応  

   【学校の対応】 

① 学校給食課・学校長間で協議し、被害児童生徒及びその保護者へ原因の報告、再発防止対

策について説明し、謝罪する。 

② 学校等に原因があった場合は、アレルギー対応委員会を開催し、必要な再発防止策に つ

いて協議する。 

 

 

４ 食物アレルギー緊急時の役割分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校での確認・・・摂取状況、連絡時での対処状況、

学校での誤配の有無、症状、状態 

調理場での確認・・・使用食材、作業工

程、作業動線、調理場での誤配有無 

① の報告を受け、調理場で確認 



５ 食物アレルギー緊急時対応マニュアル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 緊急性の判断と対応 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ アレルギー症状があったら５分以内に判断する！緊急性が高い→エピペンを打つ 

７ エピペンの使い方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


